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第
６８
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
が
１０
月
３１
日
、
岩
手
県
盛

岡
市
で
開
催
さ
れ
、
「
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
の
着
実

な
推
進
と
平
成
３０
年
度
予
算

の
確
保
に
関
す
る
件
」
が
付

議
さ
れ
、
提
案
内
容
は
満
場

の
拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、
採
択
さ
れ
た
内

容
は
、
本
大
会
の
提
言
と
し

て
、
全
国
漁
港
漁
場
協
会
会

長
、
各
都
道
府
県
漁
港
漁
場

協
会
会
長
、
全
国
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
会
長
の
連
名
に

よ
る
提
言
書
を
作
成
し
、
政

府
及
び
各
都
道
府
県
の
地
元

選
出
国
会
議
員
等
に
働
き
か

け
る
こ
と
が
決
議
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
１１
月
１７
日

（
金
）
午
後
２
時
か
ら
、
東

京
・
赤
坂
の
石
垣
記
念
ホ
ー

ル
に
お
い
て
約
１
３
０
名
の

漁
港
漁
場
協
会
関
係
者
が
結

集
し
、
大
会
決
議
の
要
請
行

動
に
つ
い
て
打
ち
合
わ
せ
会

議
を
開
催
し
た
。

会
議
は
、（
公
社
）
全
国
漁

港
漁
場
協
会
橋
本
牧
会
長
が

挨
拶
し
、
担
当
者
に
よ
る
要

請
行
動
に
つ
い
て
の
説
明
の

後
、直
ち
に
行
動
に
移
っ
た
。

要
請
行
動
は
、
今
年
度
の

幹
事
協
会
を
中
心
に
各
省
庁

へ
要
請
を
行
う
「
合
同
要
請
」

と
都
道
府
県
漁
港
漁
場
協
会

が
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対

し
要
請
す
る
「
個
別
要
請
」

に
分
か
れ
て
行
っ
た
（
合
同

要
請
参
加
協
会
は
合
同
要
請

終
了
後
に
個
別
要
請
を
行
っ

た
）。財

務
省
へ
の
合
同
要
請

は
、
（
一
社
）
青
森
県
漁
港

漁
場
協
会
の
越
善
靖
夫
代
表

理
事
（
東
通
村
長
）、
と
（
一

社
）
沖
縄
県
漁
港
漁
場
協
会

の
上
原
亀
一
会
長
（
沖
縄
県

漁
連
会
長
）
及
び
橋
本
牧
会

長
ら
１４
名
が
、
財
務
省
主
計

局
荒
瀬
塁
主
査
に
面
談
し
て

提
言
書
を
手
渡
し
、
地
元
の

実
情
、
課
題
等
を
説
明
し
要

請
し
た
。

農
林
水
産
省
に
は
、
茨
城

県
漁
港
協
会
の
豊
田
稔
会
長

（
北
茨
城
市
長
）
、
大
阪
府

漁
港
漁
場
協
会
の
千
代
松
大

耕
会
長
（
泉
佐
野
市
長
）
、

ら
１２
名
が
、
礒
崎
陽
輔
農
林

水
産
副
大
臣
と
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
長
他
水
産
庁
の

幹
部
に
そ
れ
ぞ
れ
面
談
し
、

現
場
の
実
情
等
を
説
明
し
つ

つ
提
言
の
実
現
を
訴
え
た
。

国
土
交
通
省
に
は
、
高
知

県
漁
港
漁
場
協
会
の
泥
谷
光

信
会
長
（
土
佐
清
水
市
長
）、

笹
原
丈
光
副
会
長
（
石
川
県

漁
協
組
合
長
）
ら
１１
名
が
、

国
土
政
策
局
の
野
村
正
史
局

長
他
に
提
言
書
を
手
渡
し
要

請
し
た
。

内
閣
府
の
沖
縄
振
興
局
に

は
、
財
務
省
へ
の
要
請
後
に
、

（
一
社
）
沖
縄
県
漁
港
漁
場

協
会
の
上
原
会
長
及
び
橋
本

当
会
会
長
ら
７
名
が
、
北
村

信
沖
縄
振
興
局
長
他
に
提
言

書
を
手
渡
し
要
請
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
北
海

道
開
発
局
に
は
、
北
海
道
漁

港
漁
場
協
会
の
高
橋
昌
幸
会

長
（
神
恵
内
村
長
）
ら
５
名

が
同
日
午
後
に
、
田
村
秀
夫

北
海
道
局
長
他
に
面
談
し
、

提
言
の
実
現
を
訴
え
た
。

ま
た
、
個
別
要
請
で
は
、

３６
協
会
が
地
元
選
出
国
会
議

員
に
対
し
、
東
京
・
永
田
町

の
衆
参
議
員
会
館
等
に
お
い

て
地
元
の
実
情
等
を
説
明
し

つ
つ
、
要
請
を
行
っ
た
。

提
言
書
は
、

「
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
や
海
岸

の
整
備
が
早
急
か
つ
着
実
に

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
次
の
事
項
の
推
進
を

強
く
提
案
す
る
」
と
し
て
い

る
。

一
、
大
規
模
な
地
震
・
津
波

や
強
大
な
低
気
圧
に
備
え
た

漁
港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靱

化
対
策
の
推
進

一

漁
業
の
成
長
産
業
化
に

向
け
た
漁
港
の
衛
生
管
理
対

策
や
生
産
・
流
通
機
能
の
強

化一

水
産
資
源
の
回
復
や
生

産
力
向
上
の
た
め
の
漁
場
再

生
・
創
造
と
安
全
・
安
心
な

漁
場
確
保

一

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・

海
岸
施
設
の
長
寿
命
化
対
策

の
推
進
と
既
存
ス
ト
ッ
ク
を

活
用
し
た
漁
村
の
に
ぎ
わ
い

の
創
出
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漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
１１

月
１６
日
（
木
）
午
後
４
時
か

ら
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整

備
促
進
に
関
す
る
緊
急
特
別

決
議
の
申
し
入
れ
を
財
務
省

に
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
日

開
催
さ
れ
た
漁
港
漁
場
整
備

促
進
議
員
連
盟
の
臨
時
総
会

で
の
決
議
を
受
け
た
も
の
で

あ
り
、
財
務
省
の
岡
本
薫
明

主
計
局
長
を
始
め
主
計
局
幹

部
に
対
し
て
、
平
成
３０
年
度

水
産
関
係
公
共
予
算
の
満
額

確
保
と
関
係
施
策
の
実
現
を

強
く
申
し
入
れ
た
。
緊
急
特

別
決
議
の
主
な
内
容
は
、
今

年
ス
タ
ー
ト
し
た
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
漁
港
漁
場
及
び

漁
村
の
整
備
を
着
実
に
推
進

す
る
た
め
、
地
域
か
ら
の
希

望
が
極
め
て
強
い
次
の
施
策

を
実
施
す
る
た
め
に
平
成
３０

年
度
水
産
関
係
公
共
予
算
の

要
求
額
を
満
額
確
保
す
べ
き

と
し
て
い
る
。

〇
大
規
模
な
地
震
・
津
波
や

強
大
な
低
気
圧
に
備
え
た
漁

港
・
漁
村
・
海
岸
の
強
靱
化

対
策
の
推
進

〇
漁
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
漁
港
の
衛
生
管
理
対
策

や
生
産
・
流
通
機
能
の
強
化

〇
水
産
資
源
の
回
復
や
生
産

力
向
上
の
た
め
の
漁
場
再
生

・
創
造
と
安
全
・
安
心
な
漁

場
確
保

〇
漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海

岸
施
設
の
長
寿
命
化
対
策
の

推
進
と
既
存
ス
ト
ッ
ク
を
活

用
し
た
漁
村
の
に
ぎ
わ
い
の

創
出申

し
入
れ
に
参
加
し
た
国

会
議
員
は
次
の
と
お
り
。（
敬

称
略
）。

衆
議
院
議
員
（
１０
名
）

衛
藤
征
士
郎
、
中
谷
元
、
山

本
有
二
、
北
村
誠
吾
、
井
林

辰
憲
、
加
藤
寛
治
、
中
村
裕

之
、
藤
丸
敏
、
金
子
万
寿
夫
、

武
部
新

参
議
院
議
員
（
７
名
）

青
木
一
彦
、
江
島
潔
、
金

子
原
二
郎
、
島
田
三
郎
、
岩

井
茂
樹
、
藤
木
眞
也
、
進
藤

金
日
子
、
の
合
計
１７
名
の
国

会
議
員
。

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
議
員
）
は
、
１１

月
１６
日
（
木
）
午
後
２
時
３０

分
か
ら
自
民
党
本
部
７
０
４

号
室
に
お
い
て
、
２７
名
の
国

会
議
員
が
出
席
し
臨
時
総
会

を
開
催
し
た
。
総
会
で
は
、

岡
貞
行
漁
港
漁
場
整
備
部
長

ら
水
産
庁
幹
部
及
び
関
係
団

体
を
招
い
て
、
平
成
３０
年
度

水
産
基
盤
整
備
予
算
概
算
要

求
及
び
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

の
整
備
促
進

に
関
す
る
決

議
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ

た
。青

木
一
彦

事

務

局

長

（
参
議
院
議

員
）
の
司
会

で
議
事
が
進

め
ら
れ
、
最

初
に
、
衛
藤

会
長
か
ら
、

「
日
頃
よ
り
、

漁
港
・
漁
場

・
漁
村
の
整

備
、
振
興
に

多
大
な
ご
尽

力
を
賜
っ
て
い
る
皆
様
方
に

感
謝
申
し
上
げ
る
。
我
が
国

の
水
産
業
、
漁
村
は
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
、
知
恵
を
絞

り
、
水
産
業
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
地
域
の
に
ぎ
わ
い

を
作
り
出
す
必
要
が
あ
り
、

我
々
が
解
決
す
べ
き
課
題
は

た
く
さ
ん
あ
る
。
現
在
、
来

年
度
予
算
の
編
成
作
業
も
大

詰
め
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

る
。
国
の
財
政
状
況
等
か
ら

大
変
厳
し
い
も
の
に
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
が
、
当
議

連
と
し
て
は
最
大
限
の
努
力

を
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
水
産
庁
の
岡
漁
港

漁
場
整
備
部
長
か
ら
、
平
成

３０
年
度
水
産
基
盤
整
備
予
算

概
算
要
求
に
加
え
、
前
回
の

総
会
で
宿
題
と
し
た
「
海
の

見
え
る
レ
ス
ト
ラ
ン
」
に
つ

い
て
、
ま
た
、
９
月
に
実
施

し
た
岩
手
県
の
漁
港
等
視
察

に
つ
い
て
、
同
行
し
た
報
告

と
そ
の
際
に
受
け
た
要
請
に

対
す
る
対
応
状
況
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
っ
た
。
出
席
議

員
か
ら
は
、
今
年
度
の
補
正

予
算
を
含
め
、
長
期
計
画
の

目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
予

算
確
保
に
努
め
る
べ
き
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
関

連
事
項
と
し
て
、
１０
月
３１
日

に
開
催
さ
れ
た
第
６８
回
全
国

漁
港
漁
場
大
会
の
結
果
に
つ

い
て
、
（
公
社
）
全
国
漁
港

漁
場
協
会
の
橋
本
牧
会
長
か

ら
、
報
告
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、
司
会
の
青
木
事
務
局

長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促
進

に
関
す
る
意
見
交
換
を
踏
ま

え
て
ま
と
め
ら
れ
た
議
連
の

意
思
の
結
集
と
し
て
の
決
議

案
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
議

連
の
総
意
と
し
て
決
議
の
推

進
を
図
る
た
め
財
務
省
に
対

し
要
請
を
行
う
こ
と
が
全
員

一
致
で
承
認
さ
れ
、
議
事
を

終
了
し
た
。

最
後
に
、
衛
藤
会
長
か

ら
、
、
「
本
日
承
認
さ
れ
た

決
議
に
つ
い
て
は
、
午
後
４

時
か
ら
財
務
省
へ
要
請
活
動

を
行
い
た
い
と
考
え
て
お

り
、
多
く
の
先
生
方
の
ご
出

席
を
お
願
い
し
た
い
。
」
と

述
べ
て
締
め
括
っ
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員

は
、
２７
名
で
あ
り
、
次
の
通

り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

衛
藤
征
士
郎
、
井
林
辰
憲
、

伊
東
良
孝
、
大
野
敬
太
郎
、

加
藤
寛
治
、
金
子
恭
之
、
金

子
万
寿
夫
、
神
谷
昇
、
北
村

誠
吾
、
後
藤
田
正
純
、
鈴
木

俊
一
、
関
芳
弘
、
田
村
憲
久
、

高
鳥
修
一
、
武
部
新
、
谷
公

一
、
中
村
裕
之
、
藤
丸
敏
、

堀
井
学
、
山
本
有
二

【
参
議
院
議
員
】

青
木
一
彦
、
江
島
潔
、
金
子

原
二
郎
、
進
藤
金
日
子
、
藤

木
眞
也
、
山
田
修
路
、
吉
川

ゆ
う
み

代
理
出
席
は
３５
名
。

平成２９年１２月１５日 発行
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定価 １部 ７０円
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漁港は
魚の保育園

全
国漁港漁場大会決議を要請

全全
国国漁漁港港漁漁場場大大会会決決議議をを要要請請
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要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
請請請請請請請請請請請請請請請請請請請

礒崎副大臣（中央）に要請する豊田会長（右から２人目）と

千代松会長（左から２人目）

漁
港
漁
場
漁
村
整
備

促
進

議
員
連
盟
が
臨
時
総
会

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
の
整
備
促
進
に
関
す
る
決
議
を
承
認

漁 港 漁 場 月 報

挨拶する衛藤会長

衛藤会長（前列左から５人目）から岡本主計局長に緊急特別決議を要請

平成３０年度
予算確保で

財
務
省
主
計
局
幹
部
に
申
し
入
れ

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進
議
連

�� ��
��

通関
入輸



���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���
���

「
第
１６
回
全
国
漁
港
漁
場

整
備
技
術
研
究
発
表
会
」（
主

催‥

水
産
庁
、
青
森
県
、（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
）

が
、
青
森
県
青
森
市
「
リ
ン

ク
モ
ア
平
安
閣
市
民
ホ
ー

ル
」
で
１１
月
１４
日
、
１５
日
の

２
日
間
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
昭
和
３１

年
か
ら
平
成
１３
年
ま
で
「
全

国
漁
港
建
設
技
術
研
究
発
表

会
」
と
し
て
４６
回
開
催
さ
れ

た
が
、
平
成
１４
年
か
ら
漁
場

整
備
に
関
す
る
技
術
を
加

え
、
漁
港
と
漁
場
を
一
体
的

に
取
り
扱
う
発
表
会
と
し
て

名
称
も
改
め
ら
れ
、
本
年
で

１６
回
目
、
昭
和
３１
年
か
ら
は

通
算
６２
回
目
の
発
表
会
と
な

る
。全

国
の
漁
港
漁
場
整
備
に

か
か
る
新
し
い
研
究
成
果
や

先
進
事
例
を
紹
介
し
、
漁
港

漁
場
整
備
の
技
術
の
向
上
、

普
及
を
目
的
と
し
て
お
り
、

今
年
度
は
全
国
の
漁
港
漁
場

関
係
技
術
者
約
２
５
０
名
が

参
加
し
た
。

１
日
目
の
発
表
会
は
、
午

前
９
時
５０
分
か
ら
山
本
竜
太

郎
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
長
、
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
長
、
油

川
潤
一
青
森
県
農
林
水
産
部

長
が
主
催
者
挨
拶
を
行
い
、

続
い
て
、
「
青
森
県
の
沿
岸

漁
業
の
現
状
・
課
題
と
弘
前

大
学
に
よ
る
地
域
貢
献
の
取

組
み
」
と
題
し
て
国
立
大
学

法
人
弘
前
大
学
北
日
本
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
研
究
所
の
桐
原
慎

二
教
授
に
よ
る
基
調
講
演

が
、
続
け
て
、
「
漁
港
漁
場

整
備
事
業
の
推
進
に
関
す
る

技
術
開
発
の
方
向
」
と
題
し

て
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

整
備
課
不
動
雅
之
課
長
補
佐

に
よ
る
報
告
が
行
わ
れ
た
後

に
、
一
般
発
表
と
し
て
、（
テ

ー
マ‥

水
産
業
の
競
争
力
強

化
と
輸
出
促
進
）
①
青
森
県

に
お
け
る
水
産
業
の
競
争
力

強
化
と
輸
出
促
進
へ
の
取
組

に
つ
い
て
、
②
長
崎
県
に
お

け
る
漁
港
の
機
能
分
担
を
考

慮
し
た
計
画
的
・
効
率
的
な

漁
港
整
備
に
つ
い
て
、
（
テ

ー
マ‥

豊
か
な
生
態
系
の
創

造
と
海
域
の
生
産
力
向
上
）

③
気
候
変
動
に
対
応
し
た
漁

場
整
備
事
例
～
キ
ジ
ハ
タ
の

成
長
段
階
に
応
じ
た
生
息
環

境
整
備
～
、

④
鳥
取
県
に

お
け
る
環
境

変
化
に
応
じ

た
藻
場
造
成
の
取
組
に
つ
い

て
、
（
テ
ー
マ‥

大
規
模
自

然
災
害
に
備
え
た
対
応
力
強

化
）
⑤
焼
津
漁
港
に
お
け
る

地
震
・
津
波
災
害
に
強
い
漁

業
地
域
づ
く
り
へ
の
取
組
に

つ
い
て
、
⑥
三
崎
漁
港
に
お

け
る
漁
業
地
域
の
減
災
へ
の

取
組
に
つ
い
て
、
（
テ
ー
マ

‥

漁
港
ス
ト
ッ
ク
の
最
大
限

の
活
用
と
漁
村
の
賑
わ
い
の

創
出
）
⑦
片
貝
漁
港
・
漁
港

施
設
用
地
に
お
け
る
行
政
財

産
の
貸
付
に
つ
い
て
、
⑧
漁

港
に
お
け
る
ゴ
ム
防
舷
材
の

劣
化
傾
向
と
耐
久
性
に
関
す

る
調
査
、
⑨
利
用
の
低
下
し

た
漁
港
内
泊
地
を
ナ
マ
コ
増

養
殖
へ
有
効
活
用
す
る
た
め

の
検
討
に
つ
い
て
、
（
テ
ー

マ‥

施
設
の
整
備
・
維
持
管

理
等
の
効
率
的
な
実
施
）
⑩

漁
港
の
特
性
を
考
慮
し
た
沖

波
推
算
手
法
に
つ
い
て
、
⑪

今
別
・
三
厩
地
区
沿
岸
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
人

工
魚
礁
の
利
用
実
態
把
握
に

つ
い
て
、
⑫
サ
ロ
マ
湖
漁
港

に
お
け
る
浚
渫
土
砂
の
海
洋

投
入
処
分
に
つ
い
て
～
Ｉ
Ｃ

Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
土
砂
処

分
量
の
確
認
手
法
～
、
⑬
漁

港
漁
場
工
事
へ
の
気
象
海
況

情
報
の
活
用
と
実
態
に
つ
い

て
、
（
テ
ー
マ‥

漁
港
・
漁

場
・
漁
村
に
お
け
る
環
境
と

の
調
和
）
⑭
「
寒
冷
地
に
お

け
る
沿
岸
構
造
物
の
環
境
調

和
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
の
概
要

に
つ
い
て
の
１４
題
の
一
般
発

表
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら

各
発
表
後
に
活
発
な
質
問
が

出
さ
れ
て
い
た
。

最
後
に
、
来
年
度
の
開
催

県
で
あ
る
長
崎
県
の
中
村
隆

長
崎
県
水
産
部
参
事
監
よ
り

挨
拶
が
あ
り
、
１
日
目
は
終

了
し
た
。

２
日
目
は
現
地
視
察
が
、

八
戸
漁
港
と
白
糠
漁
港
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
た
。

八
戸
漁
港
で
は
、
高
度
衛

生
管
理
型
の
荷
捌
き
施
設
と

岸
壁
を
視
察
し
、
白
糠
漁
港

で
は
、
高
度
衛
生
管
理
型
の

荷
捌
き
施
設
と
臨
港
道
路
を

視
察
し
た
。
臨
港
道
路
は
立

体
橋
で
幹
線

道
路
と
結
ぶ

も
の
で
、
そ

の
完
成
に
よ

り
、
従
来
の
漁
村
集
落
内
の

細
い
道
路
を
通
ら
な
く
と
も

よ
く
な
る
も
の
で
あ
り
、
生

活
環
境
、
物
流
環
境
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
で

あ
る
。

来
年
度
の
研
究
発
表
会

は
、
長
崎
県
で
の
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。

特
定
第
三
種
漁
港
を
有
す

る
全
国
１３
の
市
長
で
構
成
す

る
特
定
第
三
種
漁
港
市
長
協

議
会
（
会
長
・
菅
原
茂
気
仙

沼
市
長
）
が
、
１１
月
２９
日
に

農
林
水
産
省
・
水
産
庁
、
財

務
省
、
防
衛
省
及
び
衆
参
の

国
会
議
員
に
対
し
て
要
請
行

動
を
行
っ
た
。

農
林
水
産
省
で
は
礒
崎
陽

輔
副
大
臣
・
長
谷
成
人
水
産

庁
長
官
、
岡
貞
行
漁
港
漁
場

整
備
部
長
に
面
会
し
、
特
三

漁
港
整
備
の
た
め
の
高
度
衛

生
管
理
に
対
応
し
た
水
産
基

盤
整
備
予
算
の
確
保
等
の
実

現
と
水
産
施
策
の
一
層
の
充

実
の
為
の
要
請
を
行
い
、
防

衛
省
で
は
小
野
寺
五
典
大
臣

に
面
会
し
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ

イ
ル
の
脅
威
に
対
し
漁
業
者

の
安
全
・
安
心
確
保
に
つ
い

て
要
請
し
た
。

ま
た
国
会
議
員
で
は
、
石

破
茂
自
民
党
水
産
基
本
政
策

委
員
長
、
浜
田
靖
一
自
民
党

水
産
総
合
調
査
会
長
、
江
島

潔
自
民
党
水
産
部
会
長
に
面

会
し
た
ほ
か
、
水
産
関
係
の

有
力
議
員
及
び
特
三
漁
港
１３

市
選
出
の
国
会
議
員
に
対
し

て
も
要
請
を
行
っ
た
。

全
国
漁
港
海
岸
防
災
協

会
、
全
国
農
地
海
岸
保
全
協

会
、
港
湾
海
岸
防
災
協
議
会

及
び
（
一
社
）
全
国
海
岸
協

会
の
４
団
体
で
構
成
す
る
全

国
海
岸
事
業
促
進
連
合
協
議

会
（
会
長
・
磯
部
雅
彦
高
知

工
科
大
学
学
長
）
は
、
農
林

水
産
省
、
国
土
交
通
省
後
援

の
も
と
、
全
国
か
ら
海
岸
関

係
者
な
ど
約
２
６
０
名
の
参

加
を
得
て
、
１１
月
３０
日
午
後

１
時
か
ら
東
京
都
内
の
発
明

会
館
に
お
い
て
第
２１
回
海
岸

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

た
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
ま
ず

主
催
者
を
代
表
し
て
磯
部
会

長
が
、
「
東
日
本
大
震
災
の

復
旧
・
復
興
が
十
分
に
進
ん

で
い
な
い
中
で
は
あ
る
が
、

高
潮
災
害
も
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
た
め
本
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
各
講

師
の
講
演
を
も
と
に
、
今
後

の
高
潮
の
予
測
と
対
策
の
た

め
に
役
立
て
て
い
た
だ
き
た

い
。」
と
挨
拶
。

続
い
て
基
調
講
演
に
移

り
、
田
島
芳
満
東
京
大
学
大

学
院
社
会
基
盤
学
専
攻
教
授

か
ら
、
「
高
潮
災
害
と
そ
の

教
訓
」
と
題
し
、
近
年
フ
ィ

リ
ピ
ン
を
襲
っ
た
台
風
ハ
イ

エ
ン
（
２
０
１
３
年
）
に
つ

い
て
現
地
調
査
を
踏
ま
え
た

事
例
紹
介
が
あ
り
、
ま
た
、

国
内
や
世
界
各
地
で
発
生
し

て
い
る
高
潮
災
害
の
発
生
と

被
害
原
因
に
つ
い
て
紹
介

し
、
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
教

訓
等
に
つ
い
て
の
講
演
が
あ

っ
た
。

次
に
、
特
別
講
演
と
し
て
、

岩
谷
忠
幸
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
長
よ
り
、
「
近
年
の

台
風
の
傾
向
と
高
潮
災
害
に

つ
い
て
」
と
題
し
、
近
年
発

生
し
た
上
陸
時
に
中
心
気
圧

の
低
い
台
風
の
事
例
、
台
風

上
陸
の
季
節
傾
向
や
台
風
情

報
の
活
用
方
法
、
防
災
行
動

計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
）
の

重
要
性
等
に
つ
い
て
、
気
象

専
門
家
と
し
て
の
立
場
か
ら

講
演
が
あ
っ
た
。

休
憩
を
挟
ん
だ
後
、
先
ず

富
田
孝
史
名
古
屋
大
学
大
学

院
都
市
環
境
学
専
攻
教
授
か

ら
、
「
伊
勢
湾
・
三
河
湾
に

お
け
る
高
潮
被
害
と
そ
の
対

策
」
と
題
し
て
、
１
９
５
９

年
の
伊
勢
湾
台
風
等
の
被
害

状
況
と
そ
の
後
の
対
策
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、
島
川
英

介
Ｎ
Ｈ
Ｋ
社
会
部
記
者
か
ら

は
、
「
現
地
取
材
か
ら
見
え

た
高
潮
災
害
の
実
像
と
将
来

リ
ス
ク
」
と
題
し
て
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
米
国

等
を
襲
っ
た
高
潮
被
害
に
つ

い
て
、
現
地
取
材
と
調
査
に

基
づ
く
講
演
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
河
合
弘
泰
海
上
・
港
湾

・
航
空
技
術
研
究
所
港
湾
空

港
技
術
研
究
所
海
洋
情
報
・

津
波
研
究
領
域
長
か
ら
は
、

「
高
潮
の
数
値
計
算
モ
デ
ル
」

と
題
し
て
、
高
潮
と
は
何
か
、

数
値
計
算
で
何
が
で
き
る
か

を
考
え
る
と
し
て
の
講
演
が

あ
っ
た
。

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

詳
細
は
、
後
日
、
報
告
書
と

し
て
取
り
纏
め
配
付
さ
れ
る

予
定
。

（
一
社
）
大
日
本
水
産
会

（
白
須
敏
朗
会
長
）
は
、
１２

月
１
日
（
金
）
１０
時
３０
分
よ

り
、
東
京
・
赤
坂
の
石
垣
記

念
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
秋
篠

宮
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と
、

平
成
２９
年
度
水
産
功
績
者
表

彰
式
を
挙
行
し
た
。
表
彰
は

水
産
業
の
発
展
に
著
し
く
功

績
の
あ
っ
た
各
分
野
の
方
々

を
表
彰
す
る
も
の
で
、
明
治

２３
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
伝

統
の
あ
る
行
事
で
あ
る
。
は

じ
め
に
、
白
須
敏
朗
大
日
本

水
産
会
会
長
が
式
辞
を
述

べ
、
続
い
て
秋
篠
宮
殿
下
が

お
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ

の
あ
と
表
彰
式
に
移
り
、
本

年
度
は
、
沿
岸
、
沖
合
・
遠

洋
、
増
養
殖
・
内
水
面
、
流

通
・
加
工
・
冷
凍
、
金
融
・

保
険
・
共
済
、
研
究
開
発
、

漁
港
漁
場
、
水
産
全
般
な
ど

の
各
分
野
か
ら
選
ば
れ
た
４０

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
た
。

漁
港
漁
場
分

野
か
ら
は
、

田
中
潤
兒
氏

（
前
本
会
会

長
）
が
表
彰

さ
れ
た
。
田

中
氏
は
水
産

庁
漁
港
漁
場

整
備
部
長
を
退
任
後
、
平
成

１８
年
５
月
か
ら
平
成
２７
年
６

月
ま
で
の
９
年
間
当
協
会
の

会
長
に
就
任
し
、
漁
港
関
係

団
体
の
代
表
と
し
て
、
調
査

研
究
、
国
際
交
流
、
指
導
・

助
言
等
を
通
じ
、
漁
港
漁
場

や
漁
村
、
水
産
都
市
の
総
合

的
整
備
及
び
普
及
啓
発
に
務

め
、
全
国
の
漁
港
・
漁
村
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
し
た
。

水
産
功
績
者
に
白
須
会
長
か

ら
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
た

後
、
礒
崎
陽
輔
農
林
水
産
副

大
臣
が
来
賓
を
代
表
し
て
祝

辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
魚
食

普
及
に
貢
献
し
た
団
体
等
に

感
謝
状
が
授
与
さ
れ
た
。

１１
月
１３
日
（
月
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長
、

福
田
業
務
課
長
、
金
刺
主
幹
は
青
森

県
へ
出
張

１１
月
１６
日
（
木
）

高
知
県
漁
港
漁
場
協
会
事
務
局
長

小
松
章
博
氏

１１
月
１７
日
（
金
）

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会
専
務
理
事

高
須
賀
茂
之
氏

和
歌
山
県
漁
港
漁
場
協
会
幹
事
西

田
篤
氏

宮
城
県
農
林
水
産
部
水
産
業
基
盤

整
備
課
漁
港
管
理
班
主
事
加
賀
耕
次

郎
氏１１

月
２０
日
（
月
）

長
崎
県
漁
港
漁
場
協
会
会
長
友
広

郁
洋
氏
（
松
浦

市
長
）
、
五
島

漁
業
協
同
組
合

長
会
会
長
・
五

島
ふ
く
え
漁
協
代
表
理
事
組
合
長
熊

川
長
吉
氏
、
長
崎
県
水
産
部
参
事
監

（
漁
港
漁
場
計
画
・
漁
場
環
境
担
当
）

中
村
隆
氏
、
松
浦
市
水
産
課
水
産
振

興
係
主
査
松
田
喜
代
美
氏
、
長
崎
県

漁
港
漁
場
協
会
専
務
理
事
兼
事
務
局

長
出
口
澄
洋
氏
、
同
協
会
事
務
局
次

長
川
田
信
英
氏

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長
は

新
潟
県
へ
、
佐
治
総
務
部
長
は
宮
城

県
へ
出
張

１１
月
２４
日
（
金
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
橋
本
会
長
は

岩
手
県
へ
出
張

１１
月
２９
日
（
水
）

福
山
市
東
京
事
務
所
所
長
・
企
業

誘
致
推
進
担
当
課
長
福
田
等
氏

漁
港
漁
場
整
備
の

技
術
向
上
、普
及
へ

����������	 
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自
１１
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
１１
月
３０
日

１６
回
目
の
開
催
、青
森
県
で

漁
港
漁
場
整
備
の
技
術
向
上
、普
及
へ

漁 港 漁 場 月 報

第
２１
回

海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

表彰される田中潤兒氏

「
高
潮
災
害
に
備
え
る
」

平成２９年度

水産功績者表彰

開
会
挨
拶
を
す
る
山
本
整
備
課
長

開会の挨拶をする磯部会長

国に対する要請行動を実施

特定第三種漁港市長協議会
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